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名をエミール・シャルチエ（Émile Chartier）といったが、むしろ Alain という筆名によって世


















































































































































































































































































て、私は自分が考えていることを知っているのである。［……］ 疑う力能 « la puissance de 
douter » によってのみ、なお私へと顕わにされる、この思考という力能によって、私は自
らが存在することを知っている。私は為しうる（力能をもつ）、ゆえに私は在る。 « Je puis, 
donc je suis. »37
　ここでヴェイユはデカルトの＜コギト＞を「懐疑」という思考に限定して捉え、この力能こそ
が「私固有の存在」« mon propre être » であることを示している。
　世界の押し付けてくる「信憑」に抗するべき「自己」への「信」を持ち続けるという一点が、
人間の自由の拠り所となるという主張において、ヴェイユはアランに一致する。アランの表現
によれば、人間が自由でありうるのは、「思考する自己」 « soi pensant » が「思考される自己」 
« soi pensé » を見つめ、精神が拒否する意志を行使し続けることによるのである 38。ヴェイユは
デカルトの＜我思考す、ゆえに我あり＞を「私は為し得る（力能をもつ）、ゆえに私は存在する」







































て自分を押し付けてくる。」とヴェイユはいう。彼女は「世界」の「重み」« poids » を繰り返し
て強調する。それは「世界」が、様々な認識や衝動の形をとって人間にせまってくるリアリティ
の「重さ」であるといえよう。私に「のしかかり」« peser »、「自分を押し付ける」« se presser »、
そのような「世界」を「被る」« subir » がままでいるならば、そこに「苦痛」« douleur » は生






































　ここでヴェイユが持ち出すのが、「学び」 « apprendre »　や「教育」 « s’instruire »、「進歩」 
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為すことができる。人間は世界を「把握する」 « comprendre » ことは不可能であっても、少な
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